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紹介と批評

小
林
　
幸
男
著

　
　
『
日
ソ
政
治
外
交
史

　
　
　
　
ー
ロ
シ
ア
革
命
と
治
安
維
持
法
ー
』

一

　
こ
れ
ま
で
の
日
本
外
交
史
研
究
に
お
い
て
、
一
九
二
〇
年
代
、
三
〇
年

代
の
日
米
関
係
、
日
中
関
係
の
研
究
は
す
で
に
か
な
り
の
厚
み
を
も
っ
て

い
る
。
し
か
し
日
ソ
関
係
の
研
究
は
こ
れ
ら
に
比
べ
て
蓄
積
が
少
な
く
，

日
ソ
間
の
問
題
を
中
心
に
扱
っ
た
体
系
的
な
研
究
書
は
皆
無
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
．
そ
の
意
味
で
こ
の
度
本
書
『
日
ソ
政
治
外
交

史
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
著
者
、
小
林
幸
男
氏
は
、
近
畿
大
学
教
授
、
立
命
館
大
学
教
授

と
し
て
、
日
ソ
関
係
を
め
ぐ
る
論
文
を
数
多
く
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
。
本

書
は
こ
れ
ら
の
論
文
を
単
行
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
論
文

そ
の
も
の
が
特
に
新
し
く
書
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
．
し
か
し
集
め
ら
れ

た
論
文
は
い
ず
れ
も
外
務
省
外
交
史
料
館
の
記
録
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
資
料
を
駆
使
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
冊
の
研
究
書
に
ま
と
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
戦
間
期
の
日
本
の
政
治
外
交
に
関
す
る
筆
者
の
観
点
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
決
し
て
過
去
の
論
文
の
寄

せ
集
め
で
は
な
く
、
一
九
二
〇
年
代
の
日
ソ
関
係
が
日
本
外
交
史
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
一
つ
の
構
図
を
提
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
目
ソ
関
係
を
扱
っ
た
わ
が

国
で
初
め
て
の
体
系
的
な
研
究
書
で
あ
り
（
諸
外
国
に
お
い
て
本
書
の
よ
う

に
こ
の
時
期
の
日
本
の
対
ソ
政
策
決
定
過
程
の
細
か
い
ひ
だ
に
ま
で
立
ち
入
っ
た
研

究
は
な
い
）
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
以
下
内
容
を
紹
介
し
、

評
者
な
り
の
問
題
点
の
整
理
と
分
析
を
試
み
た
い
。

二

本
書
は
以
下
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

第
1
部
　
日
ソ
政
治
外
交
関
係
の
史
的
展
開
と
満
蒙
問
題

654321
第
2
部

　
7

第
一
次
大
戦
・
ロ
シ
ア
革
命
と
目
本

平
和
・
軍
縮
と
日
本

対
外
政
策
の
喪
失
と
シ
ベ
リ
ア
出
兵

ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
と
対
外
政
策
の
混
迷

日
中
ソ
提
携
論
と
日
ソ
国
交
の
樹
立

大
ア
ジ
ア
主
義
と
満
蒙
問
題

　
日
ソ
外
交
関
係
に
お
け
る
若
干
の
論
点

対
外
政
策
と
世
論
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1312111098
　
こ
の
よ
う
に
第
1
部
に
お
い
て
、

が
対
露
・
対
ソ
政
策
と
満
蒙
問
題
と
の
関
連
を
主
軸
に
分
析
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
第
2
部
で
は
日
ソ
関
係
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
が

個
別
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
中
で
は
第
1
部
が
総
論
、
第
2
部
が

各
論
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
次
に
各
章
の
内
容
を
要
約
、

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
1
、
「
第
一
次
大
戦
・
ロ
シ
ア
革
命
と
日
本
」
は
「
欧
州
大
戦
と
日
本

の
対
露
政
策
」
（
日
本
国
際
政
治
学
会
会
誌
『
日
本
外
交
史
研
究
ー
第
一
次
大

戦
』
一
九
六
一
二
年
一
〇
月
号
）
と
「
第
一
次
大
戦
と
ア
ジ
ア
・
日
本
」
（
山
本

四
郎
編
『
日
本
史
』
8
、
有
斐
閣
新
書
、
一
九
七
七
年
）
と
い
う
二
つ
の
論
文

を
再
構
成
し
て
一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
．
本
論
文
は
、
日
露
同
盟

の
成
立
と
崩
壊
の
過
程
を
日
本
の
対
華
政
策
や
第
一
次
大
戦
の
文
脈
の
中

で
論
じ
て
い
る
。
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
の
目
本
の
対
外
政

策
に
お
け
る
二
つ
の
路
線
1
ー
目
英
同
盟
路
線
、
日
露
協
商
路
線
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
度
々
論
議
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
が
、
本
論
文
は
、
戦
略

的
に
は
軍
備
増
強
の
必
要
上
対
露
主
敵
論
を
唱
え
な
が
ら
、
中
国
の
利
権

回
収
運
動
や
中
国
間
題
へ
の
列
国
の
介
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
政
略
的
に

日
ソ
北
京
会
議
の
始
点
と
山
本
「
地
震
」
内
閣

日
ソ
交
渉
と
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
の
効
力
問
題

日
本
の
対
ソ
承
認
と
経
済
問
題

ソ
ピ
エ
ト
革
命
と
日
本
の
露
領
漁
業
権
益

日
ソ
基
本
条
約
第
五
条
と
治
安
維
持
法

治
安
維
持
法
成
立
過
程
に
関
す
る
再
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
次
大
戦
後
の
日
本
の
対
外
政
策

対
露
協
商
論
を
主
張
す
る
陸
軍
の
立
場
が
、
第
一
次
大
戦
の
勃
発
を
契
機

に
日
露
同
盟
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
さ
ら
に
そ
の
後
ロ
シ

ア
革
命
に
よ
る
目
露
同
盟
路
線
の
崩
壊
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
2
、
「
平
和
・
軍
縮
と
日
本
」
は
、
『
日
本
史
』
㈹
（
前
掲
）
に
所
収
さ

れ
た
同
名
論
文
の
一
部
を
削
除
し
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
に
お
け
る
日

本
外
交
と
、
講
和
会
議
が
日
本
の
国
防
問
題
に
及
ぽ
し
た
影
響
を
論
じ
て

い
る
．
講
和
会
議
に
お
け
る
日
本
外
交
の
拙
劣
さ
に
つ
い
て
は
す
で
に
議

論
が
尽
く
さ
れ
、
別
に
目
新
し
い
問
題
で
は
な
い
．
筆
者
の
主
張
の
ポ
イ

ン
ト
は
む
し
ろ
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
掲
げ
た
「
新
外
交
」
や
国
際
連
盟
に
お

け
る
軍
縮
討
議
に
よ
っ
て
日
本
国
内
の
反
戦
世
論
が
高
ま
り
、
そ
の
結
果

目
本
政
府
の
軍
備
充
実
に
向
け
て
の
努
力
も
矛
盾
し
た
性
格
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
対
露
主
敵
論
を
唱
え
る
陸
軍
，

対
米
主
敵
論
を
唱
え
る
海
軍
の
対
立
、
こ
れ
ら
の
路
線
上
の
対
立
も
含
め

た
陸
海
主
従
論
争
が
、
第
一
次
大
戦
後
は
い
か
に
世
論
の
基
盤
か
ら
遊
離

し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ー
、
2
、
二
つ
の
論
文
は
本
書
の
中
で
い
わ
ば
序
論
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
、
本
論
、
一
九
二
〇
年
代
の
日
ソ
外
交
関
係
に
は
い

る
前
提
と
し
て
、
第
一
次
大
戦
前
後
の
日
本
国
内
の
政
治
、
思
想
潮
流
が

説
明
さ
れ
て
い
る
．

　
3
1
6
、
「
対
外
政
策
の
喪
失
と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
』
、
「
ワ
シ
ン
ト
ン
体

制
と
対
外
政
策
の
混
迷
」
、
「
日
中
ソ
提
携
論
と
日
ソ
国
交
の
樹
立
」
、
「
大

ア
ジ
ア
主
義
と
満
蒙
問
題
」
は
、
「
対
ソ
政
策
の
推
移
と
満
蒙
問
題
（
一
九

一
七
年
～
一
九
二
七
年
）
」
と
い
う
表
題
で
日
本
国
際
政
治
学
会
共
同
研
究
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紹介と批評

『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
1
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
）
に
所
収
さ
れ
た

一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
論
文
を
再
構
成
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
す

で
に
多
く
の
批
評
を
得
て
い
る
。
論
文
の
性
格
上
、
こ
こ
で
も
一
括
し
て

内
容
紹
介
と
ポ
イ
ソ
ト
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
本
論
文
は
『
日
ソ
政
治
外
交
史
』
の
中
で
総
論
の
中
の
本
論
と
い
え
る

部
分
で
あ
る
．
シ
ベ
リ
ア
出
兵
か
ら
シ
ベ
リ
ア
撤
兵
、
大
連
、
長
春
会
議
、

東
京
予
備
会
議
、
北
京
会
議
と
い
う
一
連
の
日
ソ
交
渉
過
程
を
、
一
九
二

四
年
五
月
の
米
国
政
府
に
よ
る
排
日
移
民
法
制
定
に
象
徴
さ
れ
る
目
米
関

係
の
悪
化
と
日
本
国
内
の
満
蒙
特
殊
権
益
論
の
台
頭
の
中
で
論
じ
、
さ
ら

に
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
目
本
の
対
ソ
政
策
と
満
蒙
問
題
を
追
っ
て
い
る
．

筆
者
は
、
日
ソ
国
交
樹
立
を
当
時
の
幣
原
外
交
の
成
果
で
あ
る
と
み
る
目

本
近
代
史
研
究
に
お
け
る
「
通
説
」
に
反
対
す
る
。
筆
者
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

日
本
国
内
で
展
開
さ
れ
た
対
ソ
接
近
論
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
を
支
持
し

幣
原
外
相
に
代
表
さ
れ
る
国
際
協
調
主
義
”
英
米
協
調
主
義
と
は
相
反
す

る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
を
否
定
す
る
大
ア
ジ
ア
主
義

と
共
通
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
．
た
だ
し
ワ
シ
ン
ト

ソ
体
制
の
否
定
で
は
共
通
す
る
そ
の
大
ア
ジ
ア
主
義
も
具
体
的
な
対
ソ
政

策
に
お
い
て
は
、
陸
軍
の
対
ソ
警
戒
論
、
反
米
ソ
に
基
づ
く
満
蒙
特
殊
権

益
論
と
、
日
ソ
国
交
樹
立
に
努
力
し
た
後
藤
新
平
の
対
米
拮
抗
論
の
間
に

は
明
ら
か
な
相
違
が
あ
り
、
現
実
政
治
が
前
者
の
主
導
の
下
で
展
開
し
た

こ
と
が
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
日
ソ
関
係
の
限
界
で
あ
る
と
示
唆
す
る
。

　
以
上
て
第
1
部
の
総
論
は
終
わ
り
、
以
下
第
2
部
は
目
ソ
関
係
を
め
ぐ

る
い
く
つ
か
の
課
題
が
問
題
ご
と
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
7
、
「
対

外
政
策
と
世
論
」
は
、
立
命
館
大
学
『
産
社
論
集
』
（
一
九
八
五
年
三
月
号
）

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
あ
り
、
ま
た
小
林
「
シ
ベ
リ
ア
干
渉
と
ニ
コ
ラ
イ

エ
フ
ス
ク
事
件
」
e
～
因
（
『
近
畿
大
学
・
法
学
』
、
一
九
五
七
年
一
月
号
－
五

八
年
七
月
号
）
を
補
完
す
る
内
容
で
あ
る
．
筆
者
は
、
一
九
二
〇
年
に
起

こ
っ
た
尼
港
事
件
を
日
本
政
府
が
反
ソ
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
北

樺
太
を
占
領
し
、
日
ソ
国
交
樹
立
後
に
は
北
樺
太
の
石
油
資
源
を
利
権
と

し
て
確
保
し
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
新
聞
が
大
々
的

に
反
ソ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
世
論
を
煽
動
し
た
実
態
を
詳
述
し
て

い
る
。
筆
者
の
観
点
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
軍
事
的
、
道
義
的
惨
敗
を
補

う
べ
く
逆
に
「
尼
港
事
件
」
を
政
治
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
当
時
の
日

本
政
府
に
対
す
る
批
判
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
。
ま
た
本
論
文
は
、
日

本
の
国
家
威
信
の
問
題
が
い
か
に
世
論
を
刺
激
し
、
日
ソ
関
係
に
影
響
を

及
ぽ
す
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　
8
、
「
目
ソ
北
京
会
議
の
始
点
と
山
本
〈
地
震
〉
内
閣
」
は
『
歴
史
教

育
』
一
九
六
一
年
二
月
号
に
所
収
さ
れ
た
論
文
「
日
ソ
国
交
樹
立
の
一
断

面
」
に
若
干
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
日
ソ
交
渉
に

お
け
る
北
京
会
議
の
始
点
に
焦
点
を
あ
て
、
目
ソ
国
交
樹
立
を
行
っ
た
の

は
加
藤
高
明
内
閣
で
あ
る
が
、
交
渉
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

の
は
そ
れ
以
前
の
山
本
権
兵
衛
内
閣
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
根
拠

と
し
て
、
山
本
内
閣
下
で
北
京
会
議
準
備
打
合
会
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を

あ
げ
、
同
会
に
お
け
る
討
議
に
よ
っ
て
外
務
省
内
部
の
対
ソ
政
策
プ
ラ
ン

の
「
凝
結
」
が
行
わ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
の
主
張
の
ポ
イ
ソ
ト
は
、

日
ソ
国
交
樹
立
を
加
藤
内
閣
下
、
幣
原
外
交
の
成
果
で
あ
る
と
み
る
「
通
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説
」
に
反
対
し
、
海
軍
系
の
山
本
内
閣
の
役
割
を
評
価
す
る
点
に
あ
り
、

筆
者
は
そ
の
主
張
を
日
ソ
交
渉
の
経
過
に
従
っ
て
実
証
的
に
解
明
し
て
い

る
．
日
ソ
交
渉
の
推
進
力
が
ワ
シ
ン
ト
ソ
体
制
日
英
米
協
調
外
交
に
対
す

る
反
作
用
で
あ
っ
た
と
い
う
本
書
総
論
の
文
脈
を
考
え
る
時
、
本
論
文
の

内
容
は
そ
れ
を
具
体
的
に
裏
づ
け
る
説
得
力
が
あ
る
。

　
9
、
「
日
ソ
交
渉
と
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
の
効
力
問
題
」
は
、
「
北
京
会
議

と
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
」
と
い
う
表
題
で
日
本
国
際
政
治
学
会
会
誌
『
日
本

外
交
史
研
究
i
昭
和
時
代
』
（
一
九
五
九
年
一
〇
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
本
論
文
は
、
一
九
二
五
年
の
目
ソ
基
本
条
約
に
お
い
て
ソ
連
側
に
効

力
存
続
を
認
め
さ
せ
た
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
が
、
日
本
の
外
交
当
局
内
部
で

ど
の
よ
う
に
論
議
さ
れ
た
か
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ

以
前
の
東
京
予
備
会
議
で
は
、
日
ソ
間
の
争
点
の
一
つ
、
国
際
義
務
問
題

に
対
す
る
外
務
当
局
の
態
度
は
ほ
と
ん
ど
「
無
策
に
近
い
」
も
の
で
あ
っ

た
が
、
山
本
内
閣
下
で
開
始
さ
れ
た
北
京
会
議
準
備
打
合
会
に
お
い
て
ポ

ー
ッ
マ
ス
条
約
の
効
力
存
続
問
題
を
中
心
に
は
じ
め
て
具
体
的
な
論
議
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
日
ソ
交
渉
に
お
け
る
山
本
内
閣
や
北
京
会
議
準
備

打
合
会
の
役
割
を
評
価
す
る
筆
者
の
観
点
、
特
に
8
の
論
文
の
内
容
を
裏

づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
10
、
「
日
本
の
対
ソ
承
認
と
経
済
問
題
」
は
、
日
本
国
際
政
治
学
会
会

誌
『
日
露
・
目
ソ
関
係
の
展
開
』
（
一
九
六
六
年
一
〇
月
号
）
に
所
収
さ
れ
た

論
文
で
あ
る
。
本
論
文
は
日
ソ
国
交
樹
立
を
要
求
す
る
経
済
界
の
動
き
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
漁
業
、
石
油
問
題
、
貿
易
商
の
動
向
を
具
体
的

に
論
じ
て
い
る
．
筆
者
の
主
張
の
ポ
イ
ソ
ト
は
、
日
本
の
対
ソ
承
認
政
策

を
資
本
主
義
の
相
対
的
安
定
に
よ
る
「
国
際
協
調
」
外
交
の
あ
ら
わ
れ
と

し
て
理
解
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
日
ソ
修
好
を
促
進
し
た
経
済
的
主
因
は
、

経
済
的
苦
況
か
ら
の
脱
却
を
期
待
し
た
点
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
ソ
交
渉
に
お
け
る
反
ワ
シ
ソ
ト
ン
体
制
要
因
の
重
要
性
を
指
摘

す
る
筆
者
の
他
の
論
文
を
、
経
済
面
か
ら
裏
づ
け
て
い
る
．

　
n
、
「
ソ
ビ
エ
ト
革
命
と
日
本
の
露
領
漁
業
権
益
」
は
、
「
戦
前
の
日
ソ

漁
業
」
と
い
う
表
題
で
『
国
際
法
外
交
雑
誌
－
北
方
領
土
の
地
位
』

（
一
九
六
二
年
四
・
五
・
六
合
併
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
．
本
論
文
は
、
ロ

シ
ア
革
命
以
後
ソ
ピ
エ
ト
政
府
が
極
東
漁
業
国
営
化
政
策
を
推
進
す
る
中

で
日
本
政
府
及
び
日
本
漁
業
資
本
が
漁
業
権
益
の
確
保
に
努
め
、
日
ソ
基

本
条
約
に
お
い
て
漁
業
権
の
存
続
を
ソ
連
側
に
認
め
さ
せ
た
こ
と
を
事
実

経
過
に
従
っ
て
詳
細
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漁
業
問
題
の
日
ソ

関
係
に
占
め
る
位
置
づ
け
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
に
ポ
イ
ン
ト
が
置
か

れ
、
「
本
来
経
済
問
題
で
あ
る
べ
き
筈
の
も
の
が
、
日
露
戦
争
に
よ
る
特

殊
権
益
と
し
て
の
漁
業
権
、
対
ソ
外
交
の
複
雑
性
な
ど
と
結
合
し
て
、
す

ぐ
れ
て
政
治
外
交
上
の
難
問
題
と
し
て
、
し
ば
し
ぽ
両
者
の
関
係
を
左
右

す
る
一
因
」
と
な
り
、
漁
業
問
題
は
「
日
ソ
外
交
関
係
の
バ
ロ
メ
ー
タ
！

で
も
あ
っ
た
」
と
す
る
筆
者
の
指
摘
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
．

　
12
、
「
日
ソ
基
本
条
約
第
五
条
と
治
安
維
持
法
」
は
、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
『
人
文
学
報
』
⑯
（
一
九
五
九
年
三
月
号
）
に
所
収
さ
れ
た
同

名
論
文
の
一
部
を
若
干
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
．
本
論
文
は
、
治
安
維
持

法
の
成
立
を
普
通
選
挙
法
と
の
関
連
で
論
じ
る
「
通
説
」
に
反
対
し
、
日

ソ
国
交
樹
立
が
治
安
維
持
法
制
定
の
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
こ
と
を
論
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証
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
加
藤
高
明
内
閣
が
成
立
当
初
に
お
い
て
あ
た
か

も
「
国
民
の
基
本
的
諸
権
利
を
拡
大
す
る
」
よ
う
な
態
度
を
指
向
し
な
が

ら
、
日
ソ
基
本
条
約
妥
結
の
見
通
し
が
明
白
に
な
る
こ
ろ
か
ら
治
安
維
持

法
案
の
実
現
に
努
力
し
始
め
た
点
に
着
目
す
る
．
思
想
取
締
法
の
制
定
は

諸
外
国
に
お
い
て
も
一
九
一
九
年
ご
ろ
を
境
に
本
格
化
さ
れ
、
日
本
に
と

っ
て
思
想
上
の
脅
威
感
は
ソ
連
と
の
地
理
的
近
接
性
か
ら
特
に
深
刻
で
あ

っ
た
．
ゆ
え
に
筆
者
は
、
治
安
維
持
法
は
普
選
法
と
は
関
係
な
く
制
定
さ

れ
た
と
述
べ
、
「
国
内
的
に
は
、
普
選
法
の
成
立
が
近
い
将
来
に
お
け
る

こ
の
種
治
安
立
法
の
出
現
を
約
束
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
日
ソ
国
交
を
誘

因
と
す
る
第
三
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
直
接
的
イ
ン
バ
ク
ト
が
、
普
選

運
動
を
め
ぐ
る
緊
迫
し
た
国
内
情
勢
と
結
び
つ
い
て
、
か
の
治
安
維
持
法

を
突
如
と
し
て
成
立
せ
し
め
る
強
力
な
陣
痛
促
進
剤
の
役
割
を
果
さ
し
め

た
」
と
説
明
す
る
。

　
1
3
、
「
治
安
維
持
法
成
立
過
程
に
関
す
る
再
論
」
は
、
立
命
館
大
学

『
産
社
論
集
』
（
一
九
八
二
年
三
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
、
前
1
2
の
論
文
に
対
す

る
主
と
し
て
「
通
説
」
の
立
場
か
ら
の
批
判
に
答
え
て
、
再
度
筆
者
の
主

張
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
．
筆
者
は
、
護
憲
三
派
内
閣
の
最
初
の
通
常

国
会
で
あ
る
第
五
〇
議
会
で
な
ぜ
普
選
法
に
先
ん
じ
て
ま
で
治
安
維
持
法

の
成
立
が
強
行
さ
れ
た
の
か
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
同
法
の
制
定
が
日
ソ
基
本

「
条
約
成
立
に
と
も
な
う
国
内
治
安
状
況
の
変
化
」
に
対
応
す
る
た
め
で

あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
普
選
法
と
の
関
連
で
治
安
維
持
法
の
制
定
を
論

じ
る
「
通
説
」
に
反
論
し
て
い
る
．
治
安
維
持
法
制
定
を
め
ぐ
る
論
議
の

詳
細
に
立
ち
入
る
こ
と
は
評
者
の
能
力
を
越
え
る
が
、
日
ソ
関
係
を
日
本

の
国
内
政
治
、
特
に
イ
デ
オ
冒
ギ
ー
と
の
関
係
で
分
析
し
、
日
ソ
国
交
問

題
が
日
本
の
内
政
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
明
ら
か
に
し
た
1
2
、
1
3
の
二

つ
の
論
文
の
試
み
は
、
日
本
の
政
治
外
交
史
研
究
に
重
要
な
問
題
提
起
を

行
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三

　
本
書
の
価
値
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
初
め
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
一
九
二
〇
年
代
の
日
ソ
関
係
を
扱
っ
た
こ
れ

ま
で
に
例
を
み
な
い
体
系
的
な
研
究
書
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
小
林
氏

の
こ
れ
ま
で
に
書
か
れ
た
論
文
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

総
論
と
各
論
が
補
完
し
合
う
形
で
、
戦
間
期
の
日
本
の
政
治
外
交
史
に
お

け
る
日
ソ
関
係
の
位
置
づ
け
を
論
じ
る
筆
者
の
観
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
．
こ
の
よ
う
に
各
々
の
論
文
は
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
論
文

の
い
く
つ
か
は
書
か
れ
て
か
ら
か
な
り
年
数
を
経
て
い
る
が
、
今
日
に
お

い
て
も
批
評
に
値
す
る
内
容
で
あ
る
．

　
で
は
筆
者
の
観
点
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
．
本
書
の
評
価
す

べ
き
第
二
の
点
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
と
い
う
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
外

交
の
枠
組
の
中
で
日
ソ
関
係
を
と
ら
え
、
位
置
づ
け
て
い
る
点
に
あ
る
。

筆
者
は
、
当
時
の
日
米
関
係
の
悪
化
と
日
本
国
内
に
お
け
る
反
米
気
運
の

高
ま
り
の
中
で
、
「
国
際
協
調
主
義
」
に
相
反
す
る
潮
流
と
し
て
目
ソ
接

近
の
動
き
を
理
解
し
、
こ
れ
を
日
ソ
交
渉
の
具
体
的
経
過
、
経
済
面
及
び

思
想
潮
流
か
ら
論
証
し
て
い
る
．
こ
こ
で
、
第
1
部
の
総
論
で
明
ら
か
に

な
っ
た
構
図
が
第
2
部
の
各
論
で
問
題
ご
と
に
検
証
さ
れ
て
お
り
、
本
書
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の
体
系
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
評
価
す
べ
き
第
三
の
点
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
か
ら
日
ソ
国
交
樹
立
交
渉
、

条
約
調
印
に
い
た
る
諸
問
題
を
日
本
国
内
の
政
治
、
経
済
状
況
、
思
想
潮

流
、
世
論
の
動
向
な
ど
と
の
関
連
で
総
合
的
に
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

筆
者
は
、
漁
業
問
題
な
ど
経
済
問
題
、
尼
港
事
件
を
め
ぐ
る
世
論
、
治
安

維
持
法
制
定
な
ど
が
日
ソ
国
交
樹
立
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、

あ
る
い
は
逆
に
日
ソ
国
交
樹
立
が
こ
れ
ら
の
問
題
に
与
え
た
影
響
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
経
済
問
題
が
日
ソ
接
近
の
促
進
要
因
に
な
り
や
す
い
の

に
対
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
が
日
ソ
間
の
障

壁
と
な
り
が
ち
な
事
は
、
目
ソ
関
係
の
歴
史
に
お
い
て
一
つ
の
特
色
と
も

い
え
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
筆
者
の
論
証
は
、
今
日
的
観
点
か
ら
も

示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
る
。

　
評
価
す
べ
き
点
の
第
四
は
、
各
々
の
論
文
が
未
公
刊
の
資
料
を
駆
使
し

て
書
か
れ
．
こ
れ
に
よ
っ
て
目
本
の
対
ソ
政
策
決
定
過
程
の
細
か
い
ひ
だ

に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
最
初
に
も
若
干
触
れ
た
が
、
筆
者
は
外
務
省
の
記
録
を
は
じ
め

と
し
て
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
、
防
衛
庁
戦
史
室
の
資
料
、
さ
ら
に

は
後
藤
新
平
関
係
文
書
、
田
中
義
一
関
係
文
書
（
執
筆
当
時
は
各
々
東
京
市

政
会
館
、
山
口
県
文
書
館
に
て
所
蔵
）
な
ど
を
細
部
に
わ
た
っ
て
入
念
に
調

べ
あ
げ
、
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
今
日
で
こ
そ
『
日
本
外
交
文
書
』
の

刊
行
も
進
み
、
ま
た
個
人
の
日
記
、
記
録
等
の
多
く
が
活
字
と
な
っ
て
い

る
が
、
筆
者
が
論
文
を
執
筆
し
た
当
時
は
大
部
分
の
資
料
が
未
公
刊
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
こ
の
点
は
特
に
評
価
に
値
す
る
．

　
以
上
評
価
す
べ
き
四
点
を
あ
げ
た
が
、
本
書
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の

問
題
点
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
そ
の
第
一
は
、
日
ソ
交
渉
の
推

進
力
と
し
て
反
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
要
因
が
大
ぎ
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
十
分
な
論
証
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
一
方
、
日
ソ
国

交
樹
立
が
当
時
の
目
米
関
係
を
結
果
的
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
ず
、

む
し
ろ
ま
が
り
な
り
に
も
当
面
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
を
補
完
す
る
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
に
留
意
が
み
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
評
者
は
、
日
ソ
交
渉
を

行
う
動
機
と
し
て
の
反
ワ
シ
ソ
ト
ン
体
制
要
因
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
異
論
は
な
い
し
、
む
し
ろ
筆
者
の
分
析
を
高
く
評
価
し
て
い
る
．
し

か
し
日
ソ
国
交
樹
立
と
い
う
結
果
が
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
枠
組
の
中
で
ど

う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
別
の
角
度
か
ら
分
析
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
こ
れ
と
の
関
連
で
、
日
ソ
交
渉
に
お
い
て
条
約

調
印
に
こ
ぎ
つ
け
た
加
藤
高
明
内
閣
、
幣
原
外
相
の
役
割
に
対
す
る
筆
者

の
評
価
は
低
い
が
、
こ
れ
も
検
討
を
要
す
る
間
題
で
あ
ろ
う
．

　
第
二
の
問
題
点
は
、
本
書
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
日
ソ
関
係
を
満
蒙

問
題
と
の
関
連
で
論
じ
、
日
本
の
満
蒙
特
殊
権
益
論
の
積
極
化
と
日
中
ソ

提
携
論
の
後
退
、
消
滅
と
い
う
構
図
を
提
示
し
て
は
い
る
が
、
当
時
の
日

本
の
対
ソ
政
策
と
中
国
問
題
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
ご
と

に
も
っ
と
緻
密
な
分
析
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
本
書
「
は
し
が

き
」
に
お
い
て
筆
者
は
、
「
朝
鮮
・
中
国
の
民
族
運
動
が
日
本
の
対
外
政

策
に
ど
の
よ
う
な
衝
撃
を
与
え
た
か
、
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
べ
き
で
あ

っ
た
が
、
今
後
の
検
討
に
残
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
．
日
本
の
対
ソ
政
策

と
中
国
問
題
と
の
絡
み
は
、
な
お
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
要
す
る
問
題
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紹介と批評

で
あ
ろ
う
。

　
第
三
の
問
題
点
は
、
本
書
は
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
の
対
ソ
政
策
を
詳

細
に
論
じ
て
い
る
が
、
ソ
連
の
対
日
政
策
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
。
ま
た
こ
れ
と
の
関
連
で
、
ソ
連
外
交
文
書
な
ど
ソ
連
側

の
資
料
を
一
部
利
用
し
て
は
い
る
が
、
論
文
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
側
の
資

料
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
．
ソ
連
側
の
資
料
の
発
掘
が
困
難
で
あ
り
、

こ
れ
が
日
ソ
関
係
研
究
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
が
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
『
日
ソ
政
治
外
交
史
』
と
す
る
以
上
、
欲
を

言
う
な
ら
ば
ソ
連
側
の
資
料
を
も
う
少
し
利
用
し
、
扁
九
二
〇
年
代
の
ソ

連
の
対
日
政
策
の
特
色
に
つ
い
て
、
筆
老
な
り
の
観
点
を
示
し
て
ほ
し
か

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
三
っ
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、
し
か
し
一
九
二
〇
年
代
の
日
ソ

関
係
を
対
米
、
対
中
問
題
と
の
関
連
で
十
分
に
位
置
づ
け
、
ま
た
こ
の
時

期
の
ソ
連
の
対
日
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
．
む
し
ろ
今
後
の
日
本

外
交
史
研
究
の
重
要
な
課
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
書
の
内
容

は
「
通
説
」
に
対
す
る
批
判
性
に
よ
っ
て
貫
か
れ
、
日
本
の
政
治
外
交
史

研
究
に
貴
重
な
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
評
者
は
日
ソ
関
係
研
究
に
た

ず
さ
わ
る
者
の
一
人
と
し
て
、
小
林
氏
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
に
対

し
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
有
斐
閣
、
三
八
二
頁
、
一
九
八
五
年
九
月
三
〇
日
刊
行
、
五
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
澤
治
子

133


